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「回転機器の「回転機器の
バランス調整コース」バランス調整コース」

若手の早期育成やベテラン不在による技術・技能伝承に役立つ
回転機器のバランス調整の知識を身につけます。

ポンプなどの一般回転機器は、大がかりなダイナミックバランシングを必要とせず、スタティックバランシ
ングだけで精度の高いバランシングができます。そのバランシングの理論と方法について習得します。

●ＣＧアニメーション、ナレーション、実写映像を組み合わせ、臨場感を 持って解説しています。
●バランシングの原理、簡易的なバランシング、精密なバランシングの方法を解説しています。
●ところどころインタラクション（対話形式）を設け、自分のペースに合わせながら学習を進めることができます。

特色特色

カリキュラムカリキュラム

想定学習時間

◆３時間
最短実行時間

◆５０分
教材構成

◆Webによる教材配信

◆テスト数 １

受講対象者受講対象者

教材概要教材概要


